


※引用：厚生労働省「後発医薬品のある先発医薬品の選定療養について」より

※３割負担の場合

平塚共済病院 薬剤科

後発医薬品とは
　ジェネリック医薬品とも呼ばれ、先発医薬品の特許が切れたあとに販売される医薬品で同じ有効成分、効
能・効果をもちます。開発費用が抑えられた分、薬価（医薬品の値段）が安くなります。厚生労働省は医療の
質を保ちつつ患者さんの負担軽減や医療費の効率化を図ることができ、医療保険財政の改善に資するとして後
発医薬品の使用を推進しています。

長期収載品（後発医薬品がある先発医薬品のこと）の選定療養

◆ 対象：医療上の必要性がある場合（以下①～④）などを除き、患者さんの希望により長期収載品の処方を
受ける場合はお薬代に関して負担額が増えます
① 承認された効能・効果に差がある場合
② 副作用や他の医薬品との飲み合わせ、治療効果に違いがあると判断された場合
③ 各学会のガイドラインにおいて後発医薬品へ切り替えないことを推奨している
④ 剤形（錠剤・散剤など）上の違いにより後発医薬品調剤が困難な場合

◆ 特別の料金とは：先発医薬品と後発医薬品の薬価の差額の４分の１相当
 医療機関や保険薬局の収入が増えるわけではなく、医療保険財政の改善が目的です
◆ 医薬品の流通などの問題により、後発医薬品の在庫がない場合は対象になりません
◆ 例えば、先発医薬品1錠500円・最も高い後発医薬品1錠300円の場合、差額200円の4分の1である50円

に消費税を加えた55円が負担額に追加されます。

後発医薬品使用のすすめ後発医薬品使用のすすめ

医薬品の自己負担に関して新たな仕組み（令和6年10月より）※

後発医薬品のあるお薬で、先発医薬品の処方を希望する場合は特別の料金をお支払い頂きます

ジェネリック医薬品 先発医薬品
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